
















2 乗の積に比例し、その比例定数が AR>0.5 の範囲でほぼ一定の値をとることが示され
た。 
２）次に、アスペクト比が少し異なる横列 2 角柱を間隔比 L/d =3.6、4.5、6.0 のそ
れぞれで設置したときの渦放出の同期現象が詳しく調べられた。正方形断面の 2 角柱
の場合には、L/d =3.6 および 4.5 において 2 角柱から逆位相の渦放出が生じ、その結
果、四重極音に近い音が放射されることが示された。角柱の一方を断面アスペクト比
が少し異なる長方形断面柱に換えると、角柱の間隔が小さな L/d =3.6 の場合には正方






音源を形成する場合（L/d =3.6）では、角柱一辺の 1/10 の長さの薄板を角柱背後に付
けるだけで、渦形成が制御され、音圧レベルが顕著に減少（50 m/s 時で 10dB 程度）
することが見出された。従来このような短い薄板の装着は単一柱では効果が全く期待
できないことが知られていて、2 角柱の場合に見出された薄板の騒音低減効果は特筆
すべき結果である。 
以上のように、本論文は、流れの中に置かれた２角柱からの渦放出の同期現象やそ
れに伴う狭帯域の空力音放射の解明と制御について新規性に富む結果を与えており、
博士（工学）の学位を与えるに十分である。 
（最終試験又は試験の結果） 
本学の学位規則に従い、最終試験を行った。公開の席上で論文発表を行い、学内外
の多数の教員による質疑討論を行った。また、論文審査委員により本論文及び関連分
野に関する試問を行った。これらの結果を総合的に審査した結果、専門分野について
も十分な学力があるものと認め、合格と判定した。 
